
参考資料 
 
１ 入学するまでの準備 
（１）心の準備は 

入学を前にして、子どもの心は、夢・希望・不安の入りまじった不安定な状態ですので、少しでも安定した   

気持ちで生活できるような手だてを考えて下さい。特に、「学校は楽しい」という印象を持たせてください。 

①「学校は、友達もたくさんいて、勉強したり、遊んだりできる楽しい所だよ。」 

②「先生は、優しくて親切だよ。」 

③「一生懸命に勉強してよい子になろうね。」 

✳「先生に言いつけるよ。」「学校へいったら大変だよ。」等の叱責は、子どもに学校への警戒心を喚起させて

しまい、好ましくありません。 

（２）しつけ 

「しつけ」は、子どもの個人生活・共同生活の両面から、その安全性を図り、社会性を育てるための基本的

生活習慣になるものです。 

「しつけ」は、急に強く要求しても、身に付きにくいものです。優しくじっくり、根気強く意図的に行うこ

とです。もちろん、ご家族の皆様が同じ方針で接していくことが大切です。時には、子どものすることと決め

つけないで一緒にやってみることも一つの方法です。よい習慣を養っていただきたいと思います。 

① 元気な返事「はい」と明るく挨拶 

名前を呼ばれたら、「はい」と元気にはっきりと返事ができるようにしたいものです。友達との交流も「は

い」からスタートです。（入学式の中でも、返事をする場面があります。） 

② 好きなもの、嫌いなもの 

好き嫌いなく食べることは健康の源です。給食は栄養のバランスを考えてありますので、なるべく残さず食

べることが大切です。（食べず嫌いはなおしたいものです。）なお、給食は３０分位で食べます。 

✳食物アレルギーがある場合は、必ず連絡して下さい。 

  食物アレルギーのあるお子さんについては、教育資料に記入してください。 

③ 食事のマナー 

  フォークやスプーンだけでなく、おはしで食べることも練習させてください。おはしが上手に使えずに、給

食がなかなか食べられないお子さんもいます。おわんやお皿を持って食べることも、意識してやらせてくださ

い。学校には、毎日おはしを持ってきます。フォークやスプーンは学校で用意しています。 

④ 話が聞ける子、話ができる子。 

家の人がお子さんの話を最後まで聞いてあげること、話を最後まで聞かせることが大切です。授業の大半が

「ことばのキャッチボール」で進み、教師と児童・児童と児童の間で、「聞く」「話す」が繰り返されます。思

ったこと、感じたこと、見たこと、聞いたこと、体験したこと等、何でも話せることと、先生の話や友達の意

見を落ち着いて聞けることが大切です。入学当初は、困ったことが伝えられるとよいでしょう。 

⑤ 安全は、目くばり、気くばり、思いやり 

「信号の見方」「右側通行」「左右を確認して、手を上げて」など、安全行動は、今、身につけさせることが

大切です。小学生の交通事故の大部分が飛び出し、車の直前、直後の横断にあると言われています。子ども

は大人の真似をします。横断歩道・歩道橋などの歩き方は、大人がお手本を見せましょう。 

⑥ 見知らぬ人には 『いかのおすし』 

見知らぬ人に声をかけられたり、誘われたりしてもついて行かないように、ご家庭でも話し合って下さい。

学校と自宅の所要時間を確かめておき、あまり遅いときは連絡して下さい。学校がある日に、友達の家などに

遊びに行く際は、必ず家に戻ってランドセルなどの荷物は自宅に置き、外出するときには、帰宅時刻を決めて



おいたり、「いつ、どこで、誰と・・・」等、告げさせたりなどの習慣を身につけさせて下さい。また、地域

の方々の協力により、「子ども１１０番の家」がありますので、お子さんにも知らせておいてください。 

    『いかのおすし』→知らない人にはついていかない。知らない人の車にのらない。  

             おおごえで助けを呼ぶ。すぐ逃げる。しらせる。 

（３）お願いしたいこと 

① 誰とでも仲良く遊べる。 

子どもにとっての遊びは、人格形成の上でもとても大切です。遊びや体験の中でいろいろなことを学びま

す。誰とでも遊べるようにお願いします。 

② 登下校には気をつけて。 

登校時には近所のお友だちとの小集団登校か、兄弟姉妹などと仲良く登校するようにして下さい。 

入学後は、学級・学年での安全指導を通して、子ども自身の安全意識・能力を培っていきます。次のことを

守り、自分の命は自分で守るという意識を持たせてください。 

※ 登校時刻を守る（早寝・早起きの習慣が大切です。） 

※ 右側歩行（路側帯を歩く時も、１列） 

※ 歩道の縁石などに乗るなどの危険な行為はしない。 

③ 通学路を通る。 

家から学校までの道順を知るために、何回か親子で歩いて下さい。その際、危険な所がどこかなど調べてお

くことも大切です。また、通学所要時間を計っておくと、家を出る時刻を決定するのに便利です。通学路は原

則として交通安全第一とし、距離や所要時間も加味して決定しています。 

※ できるだけ歩いて登下校させてください。体を鍛えるという意味でも、歩くことはとても大切です。 

自宅が遠く、近所にもあまりお友だちがいないので、車で送り迎えをしたいという方もいると思います

が、門の中まで車で入ってくることは危険も伴いますので、ご遠慮ください。できれば、途中まで送って

後は歩かせるなどして、少しでも歩くことを習慣づけてください。 

④ 自転車について 

１年生は、まだまだ自転車の乗り方が不安定で、安全意識も十分育っていません。路上での走行については、

保護者の指導下においてご判断下さい。学校では歩行の安全指導をします。自転車の乗り方については、ご家

庭でお願いします。（自転車に乗る場合はヘルメットを着用させてください。） 

（４）覚えさせておきたいこと 

① 氏名は読めますか。書けますか。 

自分の名前（ひらがな）の読み書きができるようにしておいてください。 

② 近所の上級生は、だれですか。 

近所の上級生の顔と名前を保護者の方も一緒に覚えて下さい。自分の地区も覚えておくことも大切です。 

③ 学校の名前を言えますか。 

「東部小学校」（とうぶしょうがっこう）と学校名を覚えさせてください。 

④ 家族の名前を言えますか。 

※ 自分の家族の名前が、はっきり言えるようにしてください。 

※ 住所や電話番号が言えるようにしてください。 

注意！ 最近、見知らぬ人が、電話で友達の電話番号や住所を聞いてくる事例があります。見知らぬ人に安易に

答えないようにしてください。 

（５）なおしておきたいこと 

① くせ・・・爪を噛む、鉛筆を噛む、指をしゃぶるなどの行為は、なおしておきたいものです。姿勢が悪 

くなり、学習に集中できない状況にもつながります。 

② 幼児音・・・なかなか抜けきれないものですが、日常の会話の中で、大人が幼児音を使わないことが大切で 

す。ひとりの人格として認めてやり、話を聞いたり、話をしたりできるとよいと思います。 

 

 



２ 入学してからのこと    ※ 詳しくは、入学式当日の学級懇談会でご説明いたします。 

（１）保護者へのお願い 

① 細心の注意をして見守る 

環境の大きな変化に対する子どもの心身は、想像以上の緊張状態にあると思います。毎日の様子に目をや

り、元気か、食欲はあるか、喜んで登校しているか、・・・など、細心の注意で見守って下さい。もし、学校

へ行きたがらない時は、その原因を取り除くためにも学校・担任へ相談し、連携をとって下さい。友人関係、

教師との関係、学習上のこと、給食のこと、持ち物のことなど、どんなことでも相談して下さい。様々な問題

も成長の糧となっていくことになります。 

② よい話し相手と聞き上手 

学校の話をよく聞いてあげて下さい。大人はわかっていることでも、お子さんにとっては重要なこともあ

ります。得意になって話すことをにっこりと優しい顔で聞くことにより、明日への意欲につながります。「き

ちんと勉強しているの。」等の詰問的な聞き方は避けたいものです。 

③ 授業参観・懇談会には 

年間何度かの授業参観・懇談会が計画されます。進んで出席していただき、お子さんの様子を見たり、子

どもの教育について語りあったり、よりよい教育活動ができるよう協力をお願いします。 

④ 印刷物をよく読んで 

学校からは、いろいろな印刷物がお子さんを通して配付します。熟読して、疑問な点は学校・担任に問い

合わせて下さい。配付物は連絡袋に入れて帰らせますので、毎日確認してください。 

⑤ 連絡帳をこまめに使う 

連絡は、緊急の場合を除いてすべて「連絡帳」を使います。欠席するときは、『欠席連絡票』を書いて出し

ていただくか、連絡帳にその理由を詳しく書いて出していただけると助かります。内容によって出欠席の扱い

が異なることがあります。また、体調が十分でなく登校する場合は、「おなかをこわしているので、給食を少

なめに」などの連絡があれば事前に配慮ができます。※連絡帳袋は必ずA４が入るものを購入して下さい。 

欠席の時の連絡帳は、近所のお子さまか兄姉に届けてもらってください。 

★ 連絡帳は、必ず目を通して下さい。確認印を押してくださるようお願いいたします。 

⑥ 電話は、緊急時のみに 

授業中の電話は、できる限りご遠慮下さい。学習の大事な場面で中断されてしまうと集中がきれた状態に

なることもありますのでよろしくお願いします。 

⑦ 登下校について 

・８時０５分始業です。（令和４年度）準備の時間をみて７時５０分までには、登校させるようにしてください。

急ぐあまり登校時刻が早すぎないよう落ち着いて歩くようお願いします。遅刻、欠席の連絡は８時までに学校

に連絡してください。 

・朝は、できる限り近所の子ども達や兄姉と共に登校させるようにしてください。 

・下校は段階的に学校にいる時間をのばしていきます。入学後の最初は２校時まで、10:30 頃下校になります。

３校時の時は11:30頃の下校予定です。４月中は、教師が通学路の途中まで送ります。それ以後は、色別のコ

ースごとに集団下校します。下校時刻は、日課表、学校だより、学年だより、連絡帳等でお知らせします。

◎ 送り・引継ぎ場所予定

① 赤コース………鶴奉団地まで（学童）

② 紫コース………神社まで（横内・宮崎方面） 

③ ピンクコース…❶国土交通省わき道を入り、突き当たりT字路まで 

         ❷学校前の横断歩道を渡らない東部公民館方面 

④ 黄色コース……あやめコース入口、ゴミステーション前 

⑤ 緑コース………❶学校前の横断歩道を渡り山崎商店を左に入る 

         ❷ミニストップを右横に見ながら横断歩道を渡りまっすぐ帰る 

         ❸ミニストップを右横に見ながら横断歩道を渡り郵便局方面まで 

⑥ 水色コース……鶴奉団地の別れ道まで（野田工機付近）まで 


